
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町田市では、町田市福祉のまちづくり総合推進条例等と町田市交通マスタープランに基づいて各

施設や道路交通のバリアフリー化を推進しています。 

今後さらに、地域一体での面的なバリアフリー化を推進するために、「高齢者、障害者等の移動

等の円滑化の促進に関する法律」に基づく町田市内全域の移動等円滑化の全体方針（以下「全体方

針」）を策定し、これを踏まえて、山崎団地周辺地区におけるバリアフリー基本構想（以下「基本

構想」）を策定しました。 

基本構想は、町田市福祉のまちづくり推進協議会におけるバリアフリー部会において、検討を進

めてきました。 

山崎団地周辺地区 バリアフリー基本構想の概要 

 

１.山崎団地周辺地区における移動等円滑化の基本方針 

＜基本理念＞ 

 

 

 

 

 山崎団地周辺地区は、町田市のほぼ中央に位置し、東は玉川学園地域に接しています。1960年

代後半から始まった大規模団地開発の１つです。地域内には鉄道駅がなく、バス交通などを利用し

て町田駅や近接する古淵駅（相模原市）への利用が多くなっています。路線バスの系統数は神奈川

中央交通株式会社の12系統となっています。 

 山崎団地周辺地区は、地域コミュニティ活動の拠点施設や日常生活を支える身近な商業地が立地

する「生活中心地」に位置づけられています。多様な世代が暮らせる良好な住環境の形成を目指し、

学校跡地活用と連携した拠点づくりと新たな住宅需要をふまえながらバリアフリーに配慮した修

繕などの対応を関係機関に働きかけながら進めていく地域になっています。 

 これらの特性を踏まえて、高齢者や障がい者、子ども、来訪者などだれもが鉄道やバスを利用し

やすく、日常生活を安全に安心して過ごせるように、きめ細やかなバリアフリーを行うやさしいま

ちづくりを目指します。 

 整備については、早期実現を目指して、重点化を図りながら実現性を考慮して進めていきます。 

 多様な事業のため、行政、交通事業者、施設所有者などが各々の責務※を果たしながら、協力し

合いバリアフリー化を推進します。 ※困っている人への助力等 

＜基本方針＞ 

 基本理念を達成するため、次のような３つの基本方針を設定しました。 

 

 

 

 

 

目的と策定の進め方 

基本方針１：すべての人が安心してバスを利用し、商店や公共施設へスムーズに移動できるま
ちを目指す 

基本方針２：老朽化が進む舗装面の改善、施設出入口部の段差の改善などについて早期実現を
目指す 

基本方針３：市民、事業者、行政などの助け合いによるバリアフリー化の推進を目指す 

２.重点整備地区の位置・区域 

 山崎団地周辺地区における重点整備地区は、都市機能（業務・商業施設など）が集積している山

崎団地センターバス停を中心とした概ね半径500mの範囲を設定しました。（裏面を参照） 

３.生活関連施設、生活関連経路とこれらにおける移動等円滑化の事項 

①生活関連施設 

 山崎団地周辺地区における生活関連施設は、全体方針に従い、日常生活や社会生活において高齢
者や障がい者などを含めた不特定多数の人が利用すると考えられる主要な公共施設が集積する付

近のバス停やコミュニティセンター等の官公庁施設、福祉施設などを設定しました。（裏面を参照） 

②生活関連経路の設定 

 生活関連経路の設定にあたっては、①で抽出した施設間を結ぶ経路について、全体方針に従い、

山崎団地センターバス停など主要な施設からのアクセスやネットワーク形成、高齢者、障がい者な
どの利用状況を考慮して設定しました。（裏面を参照） 

 
４.実施すべき特定事業 

 事業内容では、早期整備が困難な場合は、実現性を考慮した暫定的な内容を設定しました。（裏

面を参照） 

①公共交通特定事業 

 公共交通特定事業を実施する箇所は、山崎団地センターバス停と歩道との段差の注意喚起表示や
低床バスの導入などを対象としました。 

②道路特定事業 

早期実現を図るために、優先的に整備を進める最重要生活関連経路は、地区や経路の特性を踏ま
えて全ての生活関連経路を選定しました。 

③建築物特定事業 

早期実現を図るために、優先的に整備を進める最重要生活関連施設を、実現性や高齢者や障がい
者がよく利用する施設といった公共性の高さを考慮して選定しました。個別協議により事業を進め

ていきます。 

④交通安全特定事業 

生活関連経路において、町田山崎団地と町田木曽住宅の境に位置する道路の信号機の改良を事業
内容としました。 

⑤その他の事業 

生活関連経路等における課題に対して、独立行政法人都市再生機構(以下「UR都市機構」)と東
京都住宅供給公社が行う事業内容としました。 

５.その他の意見 

 特定事業としての位置づけはありませんが、長期的な視点で検討が必
要な事項を以下に示します。 

・困っている方に助力する心のバリアフリーは当たり前のこととして生
活に浸透させる必要があり、地区内の住民や子どもたち、事業者を対

象として、心のバリアフリーやマナーの向上などの広報や啓発活動を
実施することが必要です。 

・既設歩道橋の老朽化が進み、スロープの修繕などの取組みは行われて
いますが、今後、高齢者や障がい者にも配慮した安心安全な道路の横

断方法を検討することが必要です。 

＜検討の経緯＞ 

 山崎団地周辺地区の基本構想は、学識経験者、障がい者団体、交通事

業者、UR都市機構、東京都住宅供給公社、地域住民などで構成されて
いる福祉のまちづくり推進協議会バリアフリー部会において、2012年

度より概ね2年間検討を進めてきました。具体的な問題を把握するため
に、会員などによる現地点検を行いました。 
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・高齢者や障がい者、子ども、来訪者など、だれもが鉄道やバスを利用しやすくする 

・日常生活を安全に安心して過ごせるようにする 

・きめ細やかなバリアフリーに対応するやさしいまちづくりを目指す 

山崎団地歩道橋 

現地点検の様子 



 

 

 

 

 

山崎団地名店会の通路 

中 穴幅の大きいグレーチングの改善 
中 路面の波打ち割れ等の舗装の改善 

短 舗装及びマンホールのがたつき等の改
善 

路線バス 

順 低床バスの導入 
順 職員による障がい者・高齢者への対応 

 （講習会等によるバリアフリー教育の実施） 

山崎団地センター交差点 
～本町田中学校交差点 

短 スピードを出す自転車への注意喚起看
板の設置 

 

歩道橋階段部付近 

中 路面の割れ等の舗装の改善 

山崎団地名店会そばの駐車場出入口部 
短 路面上の段差の改善 

短 ボラードの間隔の改善 
短 路面の割れ等の舗装の改善 

山崎団地センターバス停（待合所） 
短 歩道部との段差の注意喚起表示 

山崎団地センターバス停付近 
長 階段部付近のボラードの高さや位置の

改善 
中 階段踏面の盛り上がり等の舗装の改善 
長 歩行上支障となるボラード位置の改善 

交通安全特定事業 

順 信号機の改良（音響機能の整備、改良、
歩行者用横断信号機時間の延長など） 

 ・山崎団地センター交差点 
・本町田中学校入口交差点 

山崎団地センター交差点 
長 歩道の横断勾配の改善 

長 段差等の歩道切り下げ部の改善 

歩道橋 

中 通路の傾斜における舗装の改善 
中 通路の段差の改善 

長 通路のめくれひび等の舗装の改善 
長 階段と通路接続部の段差の改善 

長 階段に手すりの設置 
長 階段踏面の割れ等の舗装の改善 

短 スロープ路面の凹凸等の舗装の改善【整備済み】 
長 スロープに手すりの設置 

山崎団地名店会そばの駐車場付近 
中 段差等の歩道等切下げ部の設置 

高齢者支援センター等付近 
長 歩道幅員の改善 

山崎団地センターバス停～公共施設周辺 

長 バス停からコミュニティセンターへ誘
導する視覚障がい者誘導用ブロックの

設置 

 

町田木曽住宅側バス停付近 
短 歩道の路面凹凸等の舗装の改善 町田木曽住宅入口部 

短 穴幅の大きいグレーチングの改善 

町田木曽住宅東側駐車場入口部 

短 ボラードの間隔の改善 
町田木曽住宅内通路 

短 歩道の路面凹凸等の舗装の改善 町田木曽住宅内通路駐車場出入口部 

中 歩行上支障となるボラードの高さの改
善 

山崎団地名店会付近 
短 公園と歩道の段差の改善 

山崎団地名店会 
長 洗面台の高さとオストメイト設備等ト

イレの改善 

山崎団地周辺地区 バリアフリー基本構想 【事業内容】 
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山崎団地名店会そばの駐車場 

長 車いす使用者用駐車スペースの設置 

山崎団地センター交差点 
～本町田中学校交差点 

短 視覚障がい者誘導用ブロックのがたつ
き等の改善 

山崎団地センター交差点 

中 ガードレールの切れ目の改善 

山崎団地センター交差点 
長 歩道の縦断勾配の改善 

高齢者支援センター等付近 

長 路面凹凸等の舗装及び横断勾配の改善 

高齢者支援センター等付近 
長 歩道等切下げ勾配及びボラードの間隔

の改善 

山崎団地名店会そばの駐車場出入口部 

中 ボラードの間隔の改善 
中 路面凹凸等の舗装の改善 


